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検診実施方法 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 集団

対象者数（人） 154,815 154,815

受診者数（人） 2,318 7,868 581 305 1,437 4,257 441 383 194 203 1,833 1,700 524 190 773 143 1,190 1,942 1,788 845 1,034 1,257 231 227 644 551 872 638 808 156 341 93 665 99 186 24 312 136 13,759 2,452

受診率 3.1 11.0 7.2 3.5 6.2 15.0 9.3 7.1 8.1 8.9 11.6 12.2 11.1 4.4 14.4 2.3 7.8 12.5 17.0 6.7 12.7 11.5 19.7 15.4 11.1 7.2 14.4 8.1 18.5 3.8 15.7 4.0 17.3 2.6 11.6 1.8 13.4 5.2 15.1 2.9

要精検率 1.8 3.7 0.3 6.1 1.0 5.3 2.1 2.5 1.2 6.8 1.0 4.7 0.3 5.4 1.3 7.7 1.5 7.2 0.8 6.8 1.9 6.5 0.4 6.6 1.0 4.6 1.9 5.4 0.7 8.0 1.5 8.3 0.8 2.9 0 3.7 0.9 7.2 1.1 1.4

精検受診率 80.0 92.8 100 70.0 94.7 88.2 81.8 20.0 66.7 60.0 68.2 85.5 100 63.6 100 58.3 94.7 84.5 75.0 88.1 95.2 71.1 100 80.0 100 92.3 78.9 97.1 85.7 76.9 100 75.0 100 100 - 100 100 40.0 84.2 84.6

子宮頸がん発見率※ 0.080 0.104 0.054 0.120 0.025 0.022 0.041 0.152 0 0 0.099 0.121 0.117 0.116 0.073 0.284 0.073 0.030 0.036 0 0.095 0.023 0 0.186 0.060 0.097 0.061 0.140 0.083 0 0.108 0 0.116 0.373 0.076 0 0 0 0.074 0.037

子宮頸がん発見率
（浸潤癌＋CIN3＋AIS）
※H26～H28の3年平
均

0.253 0.390 0.136 0.224 0.057 0.074 0.066 0.109 0 0.303 0.091 0.214 0.223 0.174 0.118 0.730 0.142 0.293 0.075 0.201 0.253 0.380 0 0.450 0.198 0.241 0.100 0.141 0.101 0 0.355 0 0.164 0.344 0.131 0 0 0.259

陽性反応適中度※ 4.433 2.603 5.714 1.942 2.941 0.473 3.846 5.405 0 0 7.285 2.611 14.286 3.448 4.839 3.704 4.950 0.427 3.101 0 4.425 0.351 0 2.985 5.263 2.105 3.571 2.222 7.692 0 7.143 0 14.706 7.407 10.000 0 0 0 6.557 2.564

陽性反応適中度
（浸潤癌＋CIN3＋AIS）
※H26～H28の3年平
均

14.173 9.725 17.647 4.348 6.667 1.452 5.263 4.167 0 7.143 8.333 4.418 28.571 4.762 7.317 8.108 10.000 4.378 6.410 3.226 11.268 5.759 0 6.000 19.048 5.882 5.455 2.469 11.111 0 22.222 0 22.222 12.500 20.000 0 0 5.556

※　市町は地域保健・健康増進事業報告、検診機関は石川県生活習慣病管理指導協議会における課題検討結果報告による。

※　対象者数、受診者数、受診率は20～69歳、その他の指標は20歳以上を算定の対象としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　市町のがん発見率と陽性反応適中度は５年平均で算出。

※　網掛けは許容値に達していない市町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検診機関

金沢市 七尾市 小松市 輪島市 珠洲市 加賀市 能登町中能登町

【子宮頸がん検診精度管理５指標】（平成２８年度）

市町

穴水町羽咋市 かほく市 白山市 能美市 野々市市 川北町 津幡町 内灘町 志賀町 宝達志水町

5,0552,3375,4554,1356,2088,78312,1451,88816,52115,3017,61433,37016,322147,245 35,76910,9776,65221,5344,111

●「受診率」

子宮頸がん検診の対象者のうち受診された方の割合です。高いことが望ましいとされています。

●「要精検率」：要精検者/全受診者

受診された方のうち精密検査が必要とされた方の割合で、許容値は1.4％以下（受診者１００人中、要精検が1.4人以下）とされています。

●「精検受診率」：精検受診者/要精検者

「要精密検査」とされた方のうち、実際に精密検査を受けられた方の割合で、精度評価の最も重要な指標と位置付けられています。高いことが望ましい値で目標値は９０％以上、許容値は７０％以上とされています。

許容値を下回った輪島市（個別）、珠洲市（集団・個別）、加賀市（集団）、羽咋市（個別）、かほく市（個別）、能登町（個別）には、その理由に関する調査と受診勧奨の徹底をお願いしました。

●「子宮頸がん発見率」：発見子宮頸がん患者/全受診者 ※市町はH24～28の5年平均

受診された方のうち子宮頸がんが発見された方の割合で、基本的に高ければ高い方が望ましい指標です。許容値は0.05％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、５年間の平均で算出してあります。

●「陽性反応適中度」：発見子宮頸がん患者/要精検者 ※市町はH24～28の5年平均

検診で「要精密検査」とされた方のうち、実際に子宮頸がんがあった方の割合で、許容値は4.0％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、５年間の平均で算出してあります。

※「精検受診率」は許容値を下回ることは良くないとされていますが、それ以外の指標は、人口構成による違いや継続受診者の比率、喫煙者の比率などによっても大きな影響を受けるため、下回れば必ず問題があるとは言えません。

また、「子宮頸がん発見率」「陽性反応適中度」は、小さな自治体では年度による変動が大きいとされています。


